
（特非）　「日本で最も美しい村」連合

失ったら二度と取り戻せない日本の農山漁村の
景観や環境・文化を守り、地域資源を生かしながら
美しい村としての自立を目指す活動

 日本全域活動地域

地方会議への
合計参加者数 28 人 

全国会議への
合計参加者数 13 人

今年度計画の達成度 58 ％

全体計画の達成度 41 ％
活動内容と成果
村内の若手が村の未来について考える「U35 未来創
造会議」を計5回開催し、参加者は計28人となった。
10月には「全国 U35 未来創造会議」を東京都内で開
催。各地域から代表者13人が参加し、地域課題解決
のためにこのネットワークをどういかしていくか、
ワークショップと発表を行った。地域の垣根を超え
た若者のコミュニティが形成され、その後も自発的
な交流が行われている。
加盟町村地域へのアンケートでは、本活動を「実施し
たい」「検討したい」という回答が19件あり、満足度
を示していると考える。課　題

「日本で最も美しい村」活動（里山里海保全等）へ参加す
る若年層が少なく、参加しやすい雰囲気が構築されて
いないため、団体の目指す「自立」と「継承」が課題であ
る。

目　標
村の未来を考えるワークショップ「U35 未来創造会議」
を町村地域内で開催する他、全国から代表者を集めた
全国会議を開催し、地域の垣根を超えたネットワーク
形成を行う。 〒101-0044
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全国 U35 未来創造会議でのワークショップの様子全国 U35 未来創造会議でのワークショップの様子

全国 U35 未来創造会議全国 U35 未来創造会議
参加メンバー参加メンバー

本活動の波及効果として、参加村の学校で「U15 未来創造会議」が自発的に開催さ
れる事例も出ている。将来的に全国の村の若手世代のネットワークが形成され、
「美しい村づくり」の継承に資することを期待する。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
地域住民に直接参加いただく活動を
したことがなかったため、できるだ
け様々な背景の若手世代に参画いた
だくことが難しかった。

■工夫した点
グラフィックレコーディング講師に
依頼し、議論内容を可視化すること
で、他地域間のコミュニケーション
や外部発信をしやすくした。

実 践

ひろげる助成

1年目


